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1）事業所名及び代表者名 株式会社　十八防災システム

代表取締役　　田中　信幸

2）所在地 本社　　 　　：〒830-0027　福岡県久留米市長門石１丁目3-34

鳥栖営業所：〒841-0039　佐賀県鳥栖市土井町197-1

3）環境管理責任者及び担当者 環境管理責任者：代表取締役　　田中　信幸

EA21事務局（本社）：

石橋　知子　TEL　0942-32-3469/FAX　0942-32-3963

EA21事務局（鳥栖営業所）：

山下　巳喜　TEL　0942-84-4869/FAX　0942-84-4235

4）事業内容（全社） 消防施設工事業及び保守点検、電気通信工事業、

消防用品の販売業

　 建設業許可番号：国土交通大臣許可（般－2）第23661号

　 有効期限：令和2年8月10日から令和7年8月9日まで

　 建設業の種類　 ：電気通信工事業、消防施設工事業

5）事業規模（全社） 売上高　　　　　　4億2千万円　（2022年度実績）

工事等の件数 　3,505件

従業員数　　　　 30名

事業年度　　　　 3月1日～翌年2月末日　

6）延べ床面積 本社　　　　 　467.76㎡

鳥栖営業所　199㎡

7）対象範囲（認証登録範囲） 対象事業所：本社、鳥栖営業所

事業活動　 ：消防施設工事業及び保守点検、

  電気通信工事業、消防用品の販売業

全組織全活動が対象範囲です

１．組織の概要、対象範囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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株式会社十八防災システムは防災通信業務を通して社会に貢献できるよう

毎日努力しています。

反面、私たちが取り扱う商品の中には処理を間違うと地球環境を悪くする

ものもあります。

当社キャッチフレーズの「提案します。安全と快適な暮し」を推進するに

あたり、全従業員が事業活動のあらゆる面で、地球環境に影響を与えている

ことを配慮して行動します。

(1)　紙の使用量削減とリサイクル

(2)　消費電力、ガソリンの使用量削減（ＣＯ２削減）

(3)  廃棄物の分別を徹底し、再生利用に回す

(4)　節水

令和3年10月 8日　改定

株式会社　十八防災システム

代表取締役　田中　信幸

６、この環境方針は、教育や日常活動を通じて全従業員に周知徹底
　　するとともに環境保全に関する意識を高め、社内における環境
　　保全状況の知識、認識の向上を図ります

５、環境に配慮した販売・施工を推進します

環　境　経　営　方　針

２、環境関連法令を遵守します

３、地域の清掃活動に取組みます(毎月１回の活動)

１、環境経営システムを構築し、次の事項を重点的なテーマとして
　　取り組みます。

平成22年3月25日　制定

４、資材の購入はグリーン購入適合品を推進します

７、事業活動における環境負荷を把握し、環境経営の継続的改善に
　　努めます

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
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基準年度 2022 2023 2024

2021/3
        -2022/2

2022/3
        -2023/2

2023/3
   -2024/2

2024/3
      -2025/2

kg-CO2 全社 55,019 54,469 53,919 53,368

本社 30,870 30,561 30,253 29,944

鳥栖事務所 10,580 10,474 10,368 10,263

鳥栖現場 14,809 14,661 14,513 14,365

　電力使用量の削減 kWh 全社 17,230 17,058 16,885 16,713

本社 8,819 8,731 8,643 8,554

鳥栖事務所 8,411 8,327 8,243 8,159

　ガソリン使用量の削減 L 全社 20,811 20,603 20,395 20,187

本社 11,546 11,431 11,315 11,200

鳥栖事務所 2,882 2,853 2,824 2,796

鳥栖現場 6,383 6,319 6,255 6,192

km/L 本社 14.60 14.75 15.04 15.04

鳥栖事務所 12.44 12.56 12.82 12.81

鳥栖現場 9.34 9.43 9.62 9.62
再資源化率

％ 鳥栖現場 99 95 95 95

kg 全社 2,822 2,794 2,766 2,737

㎥ 全社 138 137 135 134

本社 64 63 63 62

鳥栖事務所 74 73 73 72

枚 全社 261,154 258,542 255,931 253,319

本社 213,000 210,870 208,740 206,610

鳥栖事務所 48,154 47,672 47,191 46,709

全社 70 71 71 72

本社 77 78 79 79

鳥栖事務所 63 64 64 65

現場件数 鳥栖現場 0 1 2 3

（％） 全社 100 100 100 100

回 本社 10 10 10 10

鳥栖事務所 10 10 10 10

鳥栖現場 10 10 10 10

1) 各年度の目標値は基準年度の１％削減とした。

2) 二酸化炭素排出量は九州電力の2021年度調整後排出係数：0.391kg-CO2/kWhを用いて算出した。

3) 化学物質の使用はありません。

3. 環境経営目標

環境配慮製品の販売推進

地域の清掃

紙使用量の削減

グリーン購入の推進 全体に占
める適合
品の割合

（％）

ガソリン燃費向上

産業廃棄物の削減

水使用量の削減

一般廃棄物の削減

環境目標 単位 事業所

二酸化炭素排出量の削減

同上
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　4.　環境経営計画

2022年3月 2023年2月 本　社 鳥栖事務所 鳥栖現場

電気使用量の削減（本社、鳥栖事務所：-1％）

①　不要な電気や、未使用のパソコンはこまめに消す。

②　昼休み、退社時は必ず消灯する。

③　エアコンの温度を設定（室温で冷房28℃暖房20℃）し、実行する。

④　エアコンのフィルターの定期的な清掃。

ガソリンの使用量の削減（本社、鳥栖事務所、鳥栖現場：-1％）

①　現場までの経路を確認し、最短距離で走行する。

ガソリン燃費向上（本社、鳥栖事務所、鳥栖現場：+1％）

①　エコドライブを心がけて運転する。

廃棄物排出量の削減（鳥栖現場：再資源化率95％以上）

①　ゴミを廃棄する場合は必ず分別し排出する。（金属、電線、再生プラ）

②　マニフェストをもとに廃棄物の適正な処理を確認する。

④　弁当空等は分別して燃えるゴミを少なくする。

水使用量の削減（本社、鳥栖事務所：-1％）

①　洗車はなるべく拭き上げにて行う。

②　花壇の散水は、二次水又は雨水の使用に努める。

紙の使用量の削減（本社、鳥栖事務所：-1%）

①　可能なものは両面印刷を実行する。

②　社内で使用する用紙は必ず裏紙を使用する。

③　両面使用後の紙や使用済み図面の紙はリサイクルに出す。

グリーン購入の推進（本社：78％、鳥栖事務所：64％、鳥栖現場：1件）

①　事務所で使用する事務用品等のグリーン購入を推進する。

②　現場で使用する建設資材等のグリーン購入を推進する。

環境配慮商品の販売推進（本社、鳥栖現場：100％）

地域の清掃（本社、鳥栖事務所、鳥栖現場：年間10回）

①　年間10回、会社近隣の清掃を全社で行う。

本社：古賀
鳥栖事務所：木村

地
域
の

清
掃

本社：甲斐
鳥栖事務所：木村
鳥栖現場：木村

グ
リ
ー

ン

購
入

本社：石橋
鳥栖事務所：山下
鳥栖現場：松田

製
品
及
び
サ
ー

ビ

ス
に
関
す
る
配
慮

本社：石橋①　消火器を販売する際は、エコマーク適合品またはグリーン購入
　　　適合品の販売を推進する。

紙
使
用
量
削
減

水
使
用
量
削
減

本社：大石
鳥栖事務所：山下

廃
棄
物
排
出
量
削
減

鳥栖現場：濵尾（昭）

③　ダンボールは回収し、整理してリサイクルに回す。

取組み目標と取組み方法
スケジュール 責任者

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

本社：石橋
鳥栖事務所：松田

本社：甲斐
鳥栖事務所：酒井
鳥栖現場：濵尾（昭）

燃
費
向
上

本社：甲斐
鳥栖事務所：酒井
鳥栖現場：濵尾（昭）

4



EA21環境活動レポート

　5.　次年度の環境経営計画

2023年3月 2024年2月 本　社 鳥栖事務所 鳥栖現場

電気使用量の削減（本社、鳥栖事務所：-2％）

①　不要な電気や、未使用のパソコンはこまめに消す。

②　昼休み、退社時は必ず消灯する。

③　エアコンの温度を設定（室温で冷房28℃暖房20℃）し、実行する。

④　エアコンのフィルターの定期的な清掃。

ガソリンの使用量の削減（本社、鳥栖事務所、鳥栖現場：-2％）

①　現場までの経路を確認し、最短距離で走行する。

ガソリン燃費向上（本社、鳥栖事務所、鳥栖現場：+2％）

①　エコドライブを心がけて運転する。

廃棄物排出量の削減（鳥栖現場：再資源化率95％以上）

①　ゴミを廃棄する場合は必ず分別し排出する。（金属、電線、再生プラ）

②　マニフェストをもとに廃棄物の適正な処理を確認する。

④　弁当空等は分別して燃えるゴミを少なくする。

水使用量の削減（本社、鳥栖事務所：-2％）

①　洗車はなるべく拭き上げにて行う。

②　花壇の散水は、二次水又は雨水の使用に努める。

紙の使用量の削減（本社、鳥栖事務所：-2%）

①　可能なものは両面印刷を実行する。

②　社内で使用する用紙は必ず裏紙を使用する。

③　両面使用後の紙や使用済み図面の紙はリサイクルに出す。

グリーン購入の推進（本社：79％、鳥栖事務所：64％、鳥栖現場：2件）

①　事務所で使用する事務用品等のグリーン購入を推進する。

②　現場で使用する建設資材等のグリーン購入を推進する。

環境配慮商品の販売推進（本社、鳥栖現場：100％）

地域の清掃（本社、鳥栖事務所、鳥栖現場：年間10回）

①　年間10回、会社近隣の清掃を全社で行う。

取組み目標と取組み方法
スケジュール 責任者

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

本社：石橋
鳥栖事務所：松田

本社：甲斐
鳥栖事務所：酒井
鳥栖現場：濵尾（昭）

燃
費
向
上

本社：甲斐
鳥栖事務所：酒井
鳥栖現場：濵尾（昭）

水
使
用
量
削
減

本社：大石
鳥栖事務所：山下

廃
棄
物
排
出
量
削
減

鳥栖現場：濵尾（昭）

③　ダンボールは回収し、整理してリサイクルに回す。

本社：古賀
鳥栖事務所：木村

地
域
の

清
掃

本社：甲斐
鳥栖事務所：木村
鳥栖現場：木村

グ
リ
ー

ン

購
入

本社：石橋
鳥栖事務所：山下
鳥栖現場：松田

製
品
及
び
サ
ー

ビ

ス
に
関
す
る
配
慮

本社：石橋①　消火器を販売する際は、エコマーク適合品またはグリーン購入
　　　適合品の販売を推進する。

紙
使
用
量
削
減
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1）組織図

2）役割分担表

6．実施体制

代表取締役

田中　信幸

ＥＡ２１アドバイザー ＥＡ２１事務局

1名

従業員数　30名

環境管理責任者

田中　信幸

ＥＡ２１委員会

7名 2名

関連部署・責任者 役割・責任・権限

7名

営業・事務部門

本社 鳥栖営業所

部門責任者　1名 部門責任者　1名

現場外勤部門

建　築　現　場

7名

現場外勤部門

9名

営業･事務部門

3名

環境管理責任者として、実施体制の全般を掌握し、EA21委員会を
開催すると共に、環境経営システムを構築・運用する
また、環境方針以外の環境文書の制改定の責任者

年2回開催し、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実行状況
を把握し、PDCAを回す

EA21文書及び記録類の作成、維持、管理

代表取締役
全体の統括、環境方針の設定、環境への取り組みを実施
するための資源の準備、全体の評価と見直し

環境管理責任者

EA21委員会

EA21の運用が円滑に進行するようアドバイスをする

各部の電力、水道、燃料の消費量の管理、削減を監督する
また、廃棄物の適切な処分管理と排出量の管理を行う

EA21事務局

EA21アドバイザー

部門責任者

点線内が認証範囲
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基準年度

2021/3
        -2022/2 目標 実績 達成状況

（○△×判定）

kg-CO2 全社 56,259 54,469 55,446 ×

本社 30,870 30,561 28,520 ○

鳥栖事務所 10,580 10,474 10,264 ○

鳥栖現場 14,809 14,661 16,662 ×

kWh 全社 17,230 17,058 17,109 △

本社 8,819 8,731 8,459 〇

鳥栖事務所 8,411 8,327 8,650 △

L 全社 20,811 20,603 21,016 △

本社 11,546 11,431 10,868 ○

鳥栖事務所 2,882 2,853 2,966 △

鳥栖現場 6,383 6,319 7,182 ×

km/L 本社 14.60 14.75 15.35 ○

鳥栖事務所 12.44 12.56 12.87 ○

鳥栖現場 9.34 9.43 9.91 ○
再資源化率

％ 鳥栖現場 99 95 99.90 ○

kg 全社 2,822 2,794 3,529 ×

㎥ 全社 138 137 133 ○

本社 64 63 70 ×

鳥栖事務所 74 73 63 ○

枚 全社 261,154 258,542 288,250 ×

本社 213,000 210,870 228,000 ×

鳥栖事務所 48,154 47,672 60,250 ×

全体 70 71 53 ×

本社 77 78 49 ×

鳥栖事務所 63 64 64 ○

鳥栖現場 0 1 0 ×

（％） 全社 0 100 100 ○

回 本社 10 10 11 ○

鳥栖事務所 10 10 12 ○

鳥栖現場 10 10 12 ○

事業所
2022年度（2022.3～2023.2）

　ガソリン使用量の削減

　　ガソリン燃費向上

二酸化炭素排出量の削減

　電力使用量の削減

7．環境経営目標の実績

単位環境目標

　　産業廃棄物の削減

　　水使用量の削減

　　紙使用量の削減

　一般廃棄物の削減

　　環境配慮製品の販売推進

    グリーン購入の推進

1) 各年度の目標値は基準年度の１％削減とした。

全体に占
める適合
品の割合

（％）

※○＝目標達成、△＝目標105％以内、×＝目標106％以上

2) 二酸化炭素排出量は九州電力の2021年度調整後排出係数：0.391kg-CO2/kWhを用いて算出した。
3) 化学物質の使用はありません。

　　地域の清掃
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8．環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組計画

二酸化炭素排出量の削減 ・本社は今期より移転前の目標基準から移転後の目 ・残業削減の取り組み、消し忘れ等の

（電力使用量の削減）   標基準で計算されたので電力使用量とCO2削減、 　注意喚起を引き続き行う。

（ガソリン使用量の削減） 　ガソリン使用量が目標に近づけたと考えられます。 ・エアコンの設定温度を守る。

・鳥栖事務所は前年度よりも目標に近づけたがエア

　コンの使用時期の使用量が昨年同様多かった。 ・エコドライブを継続する

　エアコンの熱効率が悪くなっている可能性も考 ・機器の更新も必要な時期か検討する

　えられる。 ・燃費実績集計を継続する

・ガソリン使用量については鳥栖事務所、現場も

　遠方の物件が増え、走行距離が伸びた事で ・車両の乗り合いや、無駄なアイドリングを

　使用量が増えたと考えられる。 　やめる。

廃棄物排出量の削減 ・分別は徹底されているが、金属の再資源化に回した ・分別を継続する

　もののなかにも、再資源化できないものがあった。 　最終処分量ではなく、再資源化率での

  　目標設定を検討する。

総排水量の削減 ・本社は９月頃から使用量が増えている。 ・次年度も同様の取り組みを継続

　原因見つからず、節水を呼び掛けている。 　する

・鳥栖営業所は前年と変わらず節水が徹底されている。

　洗車も拭き上げで行い、水の使用を最小限にできた。

紙の使用量の削減 ・本社は今年度は点検票の出し直しが多かったため、 ・社内でさらにデータ化できるものがないか

　紙の使用量が増えたと考えられる。 　検討し、ペーパーレス化を進める。

・鳥栖営業所は図面の作成比率が改善されていない。 ・電子的な処理を推し進めていく。

・今後も裏紙の使用及び使用後の

　リサイクルは継続して行っていく。

グリーン購入 ・本社は事務用品の再購入が多かった為、目標達成 ・次年度も同様の取組を継続する。

　は出来ませんでした。

　鳥栖営業所は昨年同様、目標達成できた。 ・さらに使用できる商品がないか

・建設資材のグリーン購入については、達成出来ませんでした。　新たなものも検討する。

環境配慮商品の販売推進 ・環境配慮商品の販売推進は、目標を達成できた。 ・次年度も同様の取組を継続する。

　本社・鳥栖営業所ともに、消火器については100％

　エコマーク付きの販売を実施できている。

地域の清掃 ・目標の10回以上達成できた。筑後川のボランティア ・次年度も同様の取組を継続する。

　清掃は久々開催され参加した。

次年度の取組内容環境活動計画の取組結果・評価環境目標項目
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9．環境関連法規等の遵守状況及び違反、訴訟等の有無

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 委託

（一般廃棄物の処理） 委託基準

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 処理基準

（産業廃棄物の処理） 保管基準

委託

委託基準

排出者責任

産業廃棄物管理票の交付

産業廃棄物管理票の写しの保存期間

産業廃棄物管理票に関する知事への報告

産業廃棄物管理票の写しの送付を受けるまでの期間

建設工事に伴う廃棄物の処理に関する特例

廃消火器等の適正処理

投棄禁止

焼却禁止

建設工事に係る資材の再資源化等に関する 建設業を営む者の責務

法律（建設リサイクル法）

使用済自動車の再資源化等に関する法律 自動車の所有者の責務

（自動車リサイクル法） 使用済自動車の引渡義務

再資源化預託金等の預託義務

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に 管理者判断基準（簡易点検、実施記録の作成・保存）

関する法律（フロン排出抑制法） 第一種特定製品のフロン引渡し

回収依頼書、引渡証明書、委託確認書の授受

第一種特定製品廃棄者の当該費用負担

フロン類の放出禁止

特定家庭用機器再商品化法 事業者及び消費者の責務

（家電リサイクル法） 料金の請求

当事業所に適用される環境関連法規の順守状況を確認した結果、違反は過去3年間ありませんでした。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去3年間ありませんでした。

遵守状況関連法規名 要求事項

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

該当なし

該当なし

該当なし

適

適

該当なし

該当なし

該当なし

適
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10．代表者による全体の評価と見直しの結果

本社は太陽光発電や省エネ型機器の効果により電気使用量の削減を達成することが出来ました。

鳥栖営業所はエアコンによる電力使用量が増え、昨年と同様目標には若干及びませんでした。 

ガソリンの使用量については、本社は目標を達成し、鳥栖営業所は若干及ばず、現場は達成でき

ませんでした。燃費向上にむけた取り組みは達成できたので、このまま維持できるよう取り組んで

行きたいと思います。

紙の使用量は今年も達成出来ていませんが、昨年度より社内にデジタル化推進委員会を立ち上

げ、業務改善に取り組んでいるところです。

まだ、改善されていませんが、次年度は携帯電話をスマートフォンへの更新で多少ペーパーレス化

が進んでいるのではないかと期待しています。

今年度は、長期経営目標の更新年のため目標数値の見直しをしています。

本社は移転に伴い目標数値と実績の相違がありましたが、移転後の2021年度実績をもとに

目標を新たに設定しているので正確な達成状況の把握ができるようになったが、今年度は 

備品の購入や書類などの出し直しなどが重なり未達成が多く、出てしまった。

次年度はさらなる削減を目指し、未達成の項目については継続的改善に努めていきます。

今回の評価と見直しの結果、環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画、実施体制、環境経営

システムは変更せず引き続き取り組むこととします。

2023年　4月　21日

　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社十八防災システム

　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　田中　信幸

現状における環境への取組について

今後の環境への取組について

見直しの結果
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